
 

 

 

（第３号様式）別紙２ 

令和５年度 講座等企画団体助成事業 

     事 業 報 告 書（ホームページ公開用） 
講 座 名  地域福祉講演会「アンコンシャス・バイアスを知ろう！」無意識の偏見～男女共同参画～ 

日 時 令和５年１２月１２日（火） １４：００ ～ １６：００   

目 的 

「地域との連携及び社会貢献活動」の一環として、SDGs GOAL５ジェンダー平等を実現

しようをテーマに「男女共同参画」の意義について、専門家による講演を通し、高校生

へ周知と理解を深めることを目的とする。また、若手お笑い芸人の漫才と SDGsに関す

るトークセッションを通じ、男女共同参画社会を身近な問題として取り上げ、SDGsに関

心を持つための「気付き」を得られる企画とする。また、社会福祉協議会を含む地元企

業等との連携を図り、それぞれの SDGsへの取り組みを紹介する。 

（参考：第６次沖縄県男女共同参画計画～ＤＥＩＧＯプラン～） 

対 象 高校生 

講 師 

 
第１部：講演「アンコンシャス・バイアスを知ろう！ 」 
玉城 直美 氏（株式会社うなぁ沖縄 社会起業家） 
  
第２部：漫才「アンコンシャス・バイアスあるある」 
鉄筋ビビンバ（まさたけ・りゅうへい）オリジン・コーポレーション 
 
トークセッション：「アンコンシャス・バイアスあるある！ 」 
玉城 直美、鉄筋ビビンバ 
 

会 場 県立読谷高等学校 

定 員  ７５ 名  

参加者数  ５８ 名  

講演内容 

（概要） 

『ＳＤＧｓ５ ＧＯＡＬジェンダー平等を実現しよう「アンコンシャス・バイアス」を知る

こと、男女共同参画社会を目指すには？』をテーマに具体的な事例について、講演、お笑いコ

ントを通して、生徒と共に確認しながら学んだ。また、ＱＲコードを活用し「科学者の名前を

あげよ」の質問内容をリアルタイムで生徒の意見を集約することにより、なぜ、女性の科学

者の名前を挙げられないのか？等、無意識の偏見という先入観があることを参加者は再認識

した。 

 

【第１部】講演「アンコンシャス・バイアスを知ろう！ 」 

玉城 直美 氏（株式会社うなぁ沖縄 社会起業家） 

 ジェンダー平等社会実現には、アンコンシャス・バイアスという人々の無意識の偏見が関

わっており、大人も含めてそのことをアップデートすることが求められている。ＬＧＢＴを

含む多様な性もお互いが認め合うことも必要なのではないか？ 

 日本は、ＳＤＧｓの世界ランキングでは男女間格差、ジェンダーギャップ指数、１４６か

国中１２５位と後進国であり、特に政治的分野における女性の参画が少ないのが現状である。

男性はこうあるべき、女性はこうあるべきというアンコンシャス・バイアスが、まだまだ残

っている。 



 

 

 

 若い人達から、アンコンシャス・バイアスについて、理解することにより、男女共同参画す

る持続可能な社会に向けて取り組んでほしいと講話された。 

 

【第２部】お笑いコント「アンコンシャス・バイアスあるある 」 

鉄筋ビビンバ（まさたけ・りゅうへい）オリジン・コーポレーション 

 「アンコンシャス・バイアスあるある 」の具体的な事例についてお笑いをとおし、スピー

ド感あるライブ漫才を行った。「ボケ」と「突っ込み」というオーソドックスな手法だが、高

校生から笑いもあり、盛り上がった。「アンコンシャス・バイアス」という難しいテーマであ

ったが、参加者は楽しみながら理解を深めることができた。 

 

トークセッション：「アンコンシャス・バイアスあるある！ 」 
玉城 直美、鉄筋ビビンバ 

 日常生活にある「アンコンシャス・バイアス」について、高校生にグループ討議をしてもら

い、各グループの代表から意見を出し合い事例検討を行った。高校生が抱く「アンコンシャ

ス・バイアス」について、女性が育児するのは当たり前、男性が育児をすると「イクメン」と

言われ、褒められる意見があった。 

 また、玉城先生と鉄筋ビビンバの掛け合いは、ユーモアを交え面白かった。それぞれの経

験談が、令和時代に生きる高校生たちへのエールとなった。さらに「ルッキズム」という見か

けで人を判断することについても、分かりやすい事例をあげて説明され、最後まで「笑い」の

あるセッションとなった。 

 

  

参加者の声 

（高校生の感想より抜粋） 

・「アンコンシャス・バイアス」ということを知らなかったが、講演やトークセッション及び

お笑いコントを通してとても分かりやすく、ためになりました。 

・身近なところに「アンコンシャス・バイアス」があることに気づいて、見た目や思い込みで

人を判断してはいけないと思った。 

・玉城先生の講演を通してアンコンシャス・バイアスやルッキズムを学び、また、お笑い芸

人鉄筋ビビンバの二人のライブ漫才が見られてとても楽しかった。 

                                     

写 真 

 

 
 
 
 
 
 
    

   
  玉城 直美 氏          鉄筋ビビンバ              講演の様子 

主 催 等 

主催：社会福祉法人恩陽会  

共催：（公財）おきなわ女性財団、読谷高等学校 

後援：読谷村社会福祉協議会、沖縄ハム総合食品（株）、ホテル日航アリビラ、琉球銀行 

   琉球村 

 


